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[臺奎'二］9回審議会における資料要求事項について

事務局

1．高齢者で1人、２人住まいをしている世帯の水道使用量はどうなっているのか？

別紙に、岩出市内で６５歳以上の’～２人世帯における水道使用量分布（平成１８年４

～’２月）を調べた結果を掲載します｡水道使用量はメーター単位で計量されているため、

６５歳以上の’～２人世帯であっても集合住宅に住んでいる様な場合は集計に含まれて

いません。’人世帯で３２４世帯、２人世帯で８，０世帯の水道使用量データを集計して

います。

表・月平均使用水量の比較

（、3／月）

(｛ｍｌｌｍ１、

(グラフ：世帯数の分布参照）

水量区分別の世帯数で見比べると、市全体（家庭系）の分布と比べて全般的に低い水量

区分に含まれる世帯が多いことが分かります。２人世帯では１０～20,3／月の世帯が多く、

市全体の平均と余り差はありませんが、１人世帯では全体の約４５％が１０，３／月以下

の区分に含まれます。この区分の世帯における平均水量は系 月 でした。（7,885÷⑨６，３

÷146)市全体の１０，３／月以下の区分における平均水量約５，３／月と大きな差は無く、

少量使用世帯においては､高齢者世帯で１人住まいであっても余り使用水量に大きな差は
('１',､,,、

無いと考えられます。

(グラフ水量区分別水量分布参照）

区分別の水量を１人世帯、２人世帯、市全体で比較すると、１２人世帯において１０

，３／月以下の水量が占める割合が次第に大きくなっています（３９３％→４３２％→５６３％）

これは市全体に比べると世帯人員が少ないことから、Ｏ～１０，３／月といった低い使用

水量の世帯が多くなっているためと考えられます。

ｌ‐

集計別 ６５歳以上１人世帯 ６５歳以上２人世帯 市全体(家庭系）

平均水量 １４．０ ２１．ｓ ２２．５



給水量分布(65歳以上１～２人世帯）

｜議豐蝋撫椣穗刑蘂|議譽憧熱憧擶灘4磯鶏刊蘂||議鑿憧輪体(護系i瞥蕊ｆＩＭ２率
③累積｜全体３２４100,0％4,721100.0％８１０１０q0％17,698100.0％14,816100.0％333,745100.0％
９０，３(10,3/月)以下１４６45.1％８７６18.6％１２１149％７５８4.3％ａＯ７７２０８％１３Ⅲ7764.1％
180,3(20,3/月)以下２６４81.5％2.48852.7%’４３９54.2％5,64531.9％7,41850.1％72,85921.8％
270,3(30,3/月)以下２８６88.3％3,01363.8％６５３80.6％10,94661.8％11,60378.3％176,44652.996

450,3(50,3/月)以下３１７97.8％4,18388.6％７７８96.0％15,56888.0％14.74099.5％292,72987.7％
全体３２４100％４７２１100％Ｂ1０100％17,6981100％１４`816100％333.745100％

鐙区分別’全体３２４100.0％4,721１０００％８１０100.0％17,698100-0％14,816100.0％333`745

～10,3/月１４６45.1％2,65656.3%’１２１14.9％7,648432%ＩａＯ７７20.8％131,166
１０～20,3/月１１８36.4％1,03121.8%Ｉ３１８39.3％5.41730.6％4,34129.3％89,653

２０～30,3/月２２6,8％４６６9.9%’２１４26.4％2,591１４６％4,18528.2％52,017
３０～50,3/月３１9.6％３７９8.0％１２５15.4％１Ⅲ5128.5％3,13721.2％２３６９３
５０～ｍ３/月’７２．２％１８８4.0％３２４．０％５３０3.0％７６0.5％37.216

100.0％

３９．３％

26.9％

１５．６％

7.1％

１１．２％

世帯数の分布

50.0％

40.0％

300％

200％

１００％

００％

？－
k

□1人世帯

囚2人世帯

□全体(家庭系）

露
》
騨
一 ：

》
議
遁
劇

宗
⑫
．
。
『

崇
寸
‐
①
の

宗
⑰
．
。
国

宗
戸
、
す

ま
『
０
ｍ
『

宗
国
‐
戸
『

熟
睡】
可埠＝O’震蘆

孝山．。｜輌 奉
Ｃ

宗
。

～10,3/月１０～20,3/月２０～30,3/月３０～50,3/月５０～ｍ３/月

水量区分

水量区分別水量分布

P声再
匹

月
月
月

月
印
印
即
月

ノ
ｍ
ｍ
ｍ
ノ

３
０
０
０
３

ｍ
２
３
５
ｍ

加
一
一
一
一

一
扣
汕
釦
印

□
回
□
□
■

函

１人世帯(1118-4

該当世帯数 比率

‐Ｈ18-12日平均〕

該当水量Ｉ比率

２人

当世帯數

世帯(H184

比率

～1-11 12月平均）

水量｜比率

市全体(家庭系
訪坐+H講翰ｌ=k率

Ｈ１７年度月平均）

該当水量｜比率
飼呈l万雷全６ｋ 3２４ １００－０％ ４．７２１１１０００９ ８１０ １００ＤＦＩ Ｂ９ＢｌｑＯＯ_0％ 14,816１０００％ 333.745’，100.0間

90,3(10,3/月>以下 １４６ ４５－１％ 8７６１１８６ｍ 1２１ 14.9％ 7584.3％ 3.077２０８％ 13.7761４．W｛

180,3(20,3/月)以下 ２６４ ８１－５％ 439 54.2％ 64531.9％ 7.41850.1％ ７２．８５９１21.81Ｍ

270,3(30,3/月)以下 ２８６ ８８．３％ ３．０１３ ６３．８Ｗ 653 ８０．６％ 9４６６１８％ 1１．６０３ 78.3％ 176.446152.9％

450,3(50,3/月)以下 ３１７ ９７－８％ ４－１８３ 7７８ 96.0％ 56888-0％ 1４７４０ ９９５％ 292.729８７．７％

全体 324 １００％ ４７２１ １００乳 ８１０ １００％ 698’１００％ 1４．８１６ １００％ 333745 00％

●区ﾀﾒﾄRllI全休 ３２４ 100-0％ ４７２１ １００－０闇 BTO’100-0％ 1００．０９ 1４８１６ 100,％ ３３３．７４５１ ]－０腱

～１０，３／閂 1４６ 45-ｲ％ ５６－３ｍ 1２１訂4-9％ 7-648 ４３２冊 3.077 208％ 1３１．１６６１ ］-3恩

１０～20,3／月 １１８ a6-41H １．０３１ B１Ｂ３９－３％ 5－４１７ ４．３４１ 29.3％ 89.6531 ]-9階

20～30,3／日 2２ 6-8％ 466 ９９９ｉ 21426-4％ ２５９１ 14.69 ４.釦８５ 282％ 52.0171 5.6％

30～５０，３／日 ３１ 9-6％ ３７９ 8-0Ｎ 1２５１５．４％ 1．５１２ 8.5！！ ３２３７ 2129ｂ 2３．６９３ 7.1％

50～ｍ３/月 ２２％ 1８８ 4-09｛ 3２１4.0％ 530 3-09 ７６ 0.5％ 3７２１６１ T-2％
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岩出市公共下水道使用料の設定における

高齢者1人世帯対策について

事務局

1．高齢者1人世帯の下水道使用量の推定

・高齢者(65歳以上)1人世帯における平均的な下水道使用量は､先の水道使用量の集計か

ら型、3／月程度

.しかし高齢者1人世帯の水道使用量にも幅があり､多量の水道使用者には＿定の負担能力

があると考えられることから､基本使用水量(１．，３／月)以下の世帯の平均的な使用水量で

ある6,3／月を高齢者,人世帯の対策検討水量と設定。

2．高齢者1人世帯の下水道使用に伴う負担増について

・原案における下水道使用料は､Ｏ～10㎡／月の基本使用料1,050円／月

・下水道使用前に使用していた､汲取りや浄化槽との差額が負担増｡元の費用負担としては

汲取り料金と比較

①下水道使用料1,050円／月

②し尿汲取り費用601円／月←別ｉｉｌｆ参/W７

《''１１，m、

①－② 449円／月

下水道使用料制度における高齢者1人世帯対策について

・下水道接続時における負担増を下水道使用料制度で解消するには､基本使用料を,,。５．

円／月から引き下げることが必要

・基本使用料を引き下げる場合､基本使用水量に対応する｡～,Ｏｍ３／月に区分される水量

は全体の約4割(３９．３％)に達しており､基本使用料単価を引き下げると､残りの6割の水

量に対する単価を'／1.5倍(4／6)引き上げる必要がある。(次ページグラフ参照）

．汲取り便所から下水道へ切替えた際の負担増を解消するためには､超過使用料を3.円／

ｍ３ずつ引き上げることになる。（下表）

３．

《11,mm、

表下水道使用料比較表

変更案は使用料の累進度が高くなっており、（約2倍→３．８倍)大量使用者への負担を重く

する案になる。（水道料金の累進度は約1.5倍）

累進度が高くなると､大量使用者の節水や下水道への接続拒否が増えることで実質的な下

●

●

当初下水道財政計画への影響水道使用料水準が下がってしまう可能性が高い｡→

・子育て世代など､２５，３／月以上使用している世帯の負担増につながる。

ｌ‐

水量区分Cn3/月） 原案 変更案 (上水道）

０戸、ソ 1０ 基本使用料 １，０５０ 6００ 1，０５０

1０～3０ 1,3当り １７０ 2００ 1２６

３１ 戸、グ 1,3当り 1９５ ２２ｓ 1５７

月２５，３使用の場合 ３，６００ ３，６００ ２，９４０
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水量区分別水量分布

□～１０，３/月

図１０～20,3/月

□２０～30,3/月

□３０～50,3/月

□５０～ｍ３/贈

、

結論４．

高齢者1人-世帯の負担増に対して少量使用者の下水道使用料を引き下げることは､累進度

を過度に高めて下水道財政計画の見通しを危うくする可能性がある。

汲取り便所から下水道に切り替わることによる負担増450円／月は利用者の理解を得られ

ない金額か？

①水洗便所を利用できる便利さ｡快適さの対価

②未処理放流されていた生活排水の原因者負担

⑪

、

－２‐
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１人当りの汲取り費負担額別紙：

合計し尿処理 ※和歌山県｢一般廃棄物処理事業実態調査(平成16年度実績)｣より

ｋｌ/年

処理量｜汲み取りし尿｜浄化槽汚泥’合計｜構成比

し尿処理施設'’238,32211299,3611537,6831997％

非
水
洗
化

計画収集人口 355,648

自家処理人口 下水道投入3,060 1２１ 218

計
画
処
理
量

３３９１０．１％

小計 358,708 海洋投入 0 1，４９２ １，４９２１０３％

農地還元下水道人口 9６，１５５ ０ ０ ０１０．０％

繩1L肌
０ その他 ０ ３ ０１０．０％

617,374 小計 238,44311301,0711539,5141100.0％

小計 自家処理量713.529 1，６４７ 5１ １，６９８

総計 合計1,072,237 240,0901301,1221541,212

一浄化槽人口のうち合併処理浄化槽人ロ

’2344051人
kl/年

Ｐ
ｒ
－
Ｍ

収集鬘｜汲み取りし尿｜浄化槽汚泥’合計

直営 ５，９５６２，３９９１８，３５５

１，７１０２，９７５4,685

230,679295,936526,615

238,345３０１，３１０539.655

水洗化率：

非水洗化率：

下水道水洗化率：

浄化槽水洗化率

うち合併処理：

計画収集率

自家処理率

篝｜詞一鵠
66.5％

33.5％

９．０％

57.6％

２１．９％

99.1％

0.9％

●これから１人当り年間し尿量を算出すると、

238,322×１，０００÷355,648＝
＝Ｆ

670.1
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●岩出市の汲取り料金（１９４円／181ノ
P＆５５．８÷１８×１９４

当たり汲取り負担額は、

(円／月）

ツトル）から月

ll----mTll

処理量 汲み取りし尿 浄化槽汚泥 合計 構成比

計
画
処
理
量

し尿処理施設

下水道投入

海洋投入

農地還元

その他

小計

2３８．３２

1２

238,44

299,3（

2１

1.49

301.07

537,68

3３

１．４〔

539,51

99.7％

0.1％

0.3％

0.0％

0.0％

100.0％

自家処理量 1，６４ １，６Ｃ

合計 240,090 3０１，１２２ 5４１，２１

非

水
洗

計画収集人口

自家処理人口

化小計

355,648

３０６０

358,708

水

洗
化

下水道人口

ｺﾐﾌﾟﾗ人口

浄化槽人口

小計

9６．１５５

０

6１７８７４

713.529

総計 1,072,237

収集量 汲み､取りし尿 浄化槽汚泥 合計

直営 5.956 2.399 8.355

委託 1．７１０ ２９７５ 4,685

許可 230.679 295,936 526.615

合計 238.345 301,310 539,655


